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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・中野　三恵子様～旦那様と主治医面談が本日11時行われました。

1 旦那様は外泊時も活気がなく、動作緩慢で話も多くなかったと話されています。意欲低下がみられ、夜間睡眠が浅い様子あります。

2 肝機能悪化のため２月2日薬剤調整しています。肝機能は改善していますが精神症状として活動性の低下・意欲の低下がみられ薬が効いていない様子あります。目のかすみもみられています。リスパダール（１）3T→リスパダール（１）２Tに減薬となり、タスモリン（１）２T・ネルボン（５）１T追加となります。本日退院予定でしたが、1週間退院を延期し、今週末に外泊し、家での様子（日中の可動性）をみることとしています。

病棟では、他患者様との交流あり、日課の拒否はありませんが、意欲の低下がみられます。スタッフは本人様に無理をしないでできることを確実に行える様に関わっていきましょう。精神症状の観察・睡眠状態の観察・食事摂取量の観察を行っていきましょう。

・上村　春美様～現在、アルコール依存症治療プログラムの2ヶ月目ですが、入院してから3ヶ月となるため3月5日前後に退院予定となっています。アルコール依存症治療プログラム担当者と本人様と話し合い、外泊訓練を入れるなどプログラムの変更を検討してください。本人様へは伝えてあります。アルコール依存症治療プログラムでは、否認を否認している様子が伺えます。内省・内観を中心として進めていった方がよいと思われます。

· 畑山　和光様～3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムの導入を検討中です。

γ―GT　154U/L（正常79以下）GOT　97U/L（正常34以下）GPT　274U/L（正常43以下）で肝機能の悪化みられます。本人様は肝機能検査の結果を気にしているのでスタッフより説明しましょう。

　　　　　　　　本日、WAIS-R実施しています。離脱症状はみられません。

· 本日皮膚科診察受診しています。

本田　英之様～疥癬疑いにて活動参加は禁です。医師より寝具の交換も続けるように指示あります。特別プログラムとして疥癬についてのプログラムを実施していましたが、今後のプログラムを検討していく必要があります。自室の清掃・整理・整頓は継続し、自室でできる運動や、本人様の今月のSSTの目標が「スタッフと挨拶し話をする」ということからスタッフと内容を決めて交換日記を書くことはどうかと話し合っています。

平　京子様～タベジールが止めとなります。

長谷川陽一様～急性湿疹（右下腿）テラコートリル軟膏・アズクロ処置

松橋　清子様～疥癬疑いにてオイラックスB・B１日／１回　六―０ハップ浴１日／１回

＜服薬自己管理者評価＞

・宮　陽子様　～主治医より、本人様に自己服薬管理能力がなく、本人様はできていると話すが、本当はできないのではないか。自己服薬管理は再開してもよいが、以前の様に勝手に袋を破って服薬しないためにはどのようなケアをすればよいか評価してから再開するようにと指示があります。病棟では自己服薬管理再開の方向で進める予定です。今週中に担当スタッフ（星Ns→瀧澤Ns）はケア計画を立案して下さい。

・堀内　泰子様～担当スタッフ（橘Ns）は今週中に本人様と話し合い、自己服薬管理を再導入できるように計画を立案して下さい。本人様は「病棟管理の方が楽だから自己管理は嫌だ」と話されています。本人様が自己服薬管理を負担と感じる場合はどのようにフォローするか話し合っていきましょう。

・下口　政子様～現在は症状落ち着いているため、自己服薬管理の導入を担当スタッフ（星Ns→下帯Ns）は検討してください。

＜措置患者様NCP評価・検討＞

· 出河　攻様～♯体重増加傾向にあるが認識乏しい。

現在体重が91.2kg（２ヶ月前は86.7Kg）ですが、本人様は体重減量に対する認識が薄い様子あります。運動は他患者様とバトミントンをされる時もありますが、拒否されることが多いです。運動された時は誉めて本人様が意欲を持てる様に関わっていきましょう。肥満の栄養指導の導入を検討してみましょう。

※庄子　まさ子様の退院療養検討会議を実施しています。

